
氏名 木　田　隆　文

学部担当科目

・言語・文学（六）　〔通年〕
・国文学講読（八）　〔通年〕
・演習Ⅰ（八）　〔通年〕
・演習Ⅱ（七）　〔通年〕
・卒業論文　〔集中〕
・映像文化論　〔前期〕
・現代文学論　〔後期〕
・現代文化論Ⅱ〔後期
・世界遺産学概論Ⅰ〔前期〕

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・

授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会　昭和文学会　日本文学協会　仏教文学会

武田泰淳を中心とする昭和期の文学／日本統治下上海における文学と文化

龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程日本語日本文学専攻　修了

専門分野

所属学会

・国文学科学生とともに文学散歩や野外活動に参加した。
・所属ゼミ学生に対し、大阪府立中央図書館にて見学・文献調査実習を主催した。
・近代文学研究会顧問として研究発表や論文指導を行った。

・国文学研究資料館　国文学文献資料調査員
・昭和文学会『昭和文学研究』編集委員
・日本近代文学会関西支部運営委員
・奈良大学国語教育研究会にて「戦時下上海の日本文化」と題して講演
・第7回高の原カルチャーサロン国文学講座にて講演

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

博士（文学）

日本近代文学　特に武田泰淳を中心とする昭和期の文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・
・
・
・

・文学部教務委員長　・博物館実習検討委員会委員　・教職課程専門部会委員　・広報
室アドバイザー　・ホームページ委員会委員　・就職委員会委員　・セクシュアルハラ
スメント防止相談員委員　・ＪＴＢとの連携に関する委員会委員　・近代文学研究会顧
問　　　・国文学科「研究室だより」等の編集発行



単著

単著

④

単著

①春季大会所感　パネル発表
「上海表象文化研究の試み―
戦間期の上海を中心に」印象
記

2011年9月
会報115（日本近代文
学会）

日本近代文学会2011年春季大会で実
施された、同パネル発表に対する印
象記。　27-28頁

④

②

③

④

①思想の消滅／肉体の顕現
武田泰淳「わが子キリスト」
のイエス像

③

②長江文学会「土曜文芸」
『長江文学』細目―日本統治
下上海の邦語文芸雑誌一斑

⑤

③

（その他）

②

⑤

⑤

（学会発表）

①武田泰淳「中秋節の頃
（上）」の周辺―日本統治下
上海における邦人文学界の状
況

②

③

④

公開討論会「遠藤周作・武田泰淳の
イエス像」における報告。「わが子
キリスト」を素材に、武田泰淳のキ
リスト教受容の一端を考察した。

⑤

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

戦時下上海で活動した長江文学会の
動向を紹介。同会が発行した「土曜
文芸」『長江文学』の細目も併載し
た。　95-106頁

概　　　　　　　要

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

2011年11月

2012年3月

上海時代の武田泰淳に関する新出資
料「中秋節の頃（上）」・「中秋名
月」を紹介し、それをもとに日本統
治下上海における邦人文学界の言説
状況を考察した。　49-63頁

『日本近代文学』第
85集

『奈良大学紀要』第
40号

日本キリスト教文学
会関西支部2011年度
冬季大会（於・関西
学院大学）

2012年1月21日


